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LET

東
とうきょうせいかつしえん

京生活支援ノート－つなぐ－について

◎ このノートは、障
しょうがい

害のある人が生
しょうがい

涯にわたって、安
あんぜん

全で安
あんしん

心した

生
せいかつ

活を送
おく

れるように、ライフサイクルを通
つう

じての健
けんこう

康や生
せいかつ

活のよ

うすを記
き ろ く

録し、必
ひつよう

要な時
とき

に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を役
や く だ

立てていただけるよう

に作
さくせい

成したものです。

◎ 医
いりょう

療にかかる時
とき

、福
ふ く し

祉の窓
まどぐち

口で相
そうだん

談する時
とき

、今
いま

までのことを何
なんかい

回

も尋
たず

ねられて、困
こま

った経
けいけん

験お持
も

ちの方
かた

も多
おお

いと思
おも

います。そんな

ときにこのノートを見
み

せて伝
つた

えることができると便
べ ん り

利だと考
かんが

えて

作
つく

りました。

◎ 成
せいちょう

長の過
か て い

程で、いろいろな問
もんだい

題にぶつかるかもしれませんが、

一
ひ と り

人でかかえ込
こ

まないで、相
そうだん

談できるとよいと思
おも

います。そんな

時
とき

にもこのノートが役
やく

に立
た

つとよいと思
おも

います。

◎ 子
こ

どもが小
ちい

さいころは、成
せいちょう

長の喜
よろこ

びに目
め

を見
み は

張るとき、幸
しあわ

せな

気
き も

持ちになった時
とき

などに忘
わす

れないように書
か

いておくと、成
せいちょう

長の

記
き ろ く

録にもなると思
おも

います。

◎ このノートは、本
ほんにん

人と相
そうだん

談しながらご家
か ぞ く

族や、支
し え ん し ゃ

援者が記
きにゅう

入し

てください。とくに本
ほんにん

人のことをいちばんよく知
し

っている母
ははおや

親

（家
か ぞ く

族）は、大
たいせつ

切なことを記
き ろ く

録しておきましょう。

◎ このノートは、長
ながねん

年にわたってお使
つか

いいただけるように、書
か

く欄
らん

を多
おお

く取
と

っています。あまり関
かんけい

係のないページもあるかもしれま

せんが、ご自
じ ぶ ん

分の必
ひつようせい

要性に応
おう

じて、今
いまひつよう

必要なところから書
か

いてい

ただけるとよいと思
おも

います。

◎ このノートが、東
とうきょうとない

京都内に住
す

む知
ちてきしょうがい

的障害のある人
ひと

に少
すこ

しでも広
ひろ

く

活
かつよう

用していただけるようにと願
ねが

っています。

＊ このノートは本
ほんにん

人が支
し え ん

援を必
ひつよう

要とする時
とき

に使
し よ う

用するためのものです。

＊本
ほんにん

人のプライバシーの保
ほ ご

護には十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意を払
はら

ってください。
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